
様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会 議 の 名 称  令和６年度第３回伊勢崎市いせさきＧＸ推進市民協議会 

開 催 日 時  令和７年２月２５日（火）１０：００～１１：００ 

開 催 場 所  清掃リサイクルセンター２１ 管理棟３階 大会議室 

出 席 者 氏 名 

（委員）松島会長、神部副会長、都丸委員、齋藤委員、篠崎委員、 

澁澤委員、髙橋委員 

（伊勢崎市）深澤環境部長、塩島環境部副部長、横堀ＧＸ推進課長 

（事務局）桑名課長補佐、谷川主査、久保主査 

傍 聴 人 数 ４人 

会 議 の 議 題 

報告事項 

いせさきＧＸ推進市民協議会第１期の総括について 

協議事項 

いせさきＧＸ推進市民協議会第２期活動に向けて 

 その他 

  脱炭素経営・補助金活用セミナーについて 

会 議 資 料 の 内 容 
資料 いせさきＧＸ推進市民協議会第１期の総括について 

   いせさきＧＸ推進市民協議会第２期活動に向けて 

会 議 に お け る

議 事 の 経 過

及 び 発 言 の 要 旨 

１ 開会 

 

２ 議事 

報告事項 

いせさきＧＸ推進市民協議会第１期の総括について 

 

 会 長：いせさきＧＸ推進市民協議会の１期目総括につきまし

て、副会長に資料を作っていただきました。昨年度に

実施したワークショップで出た意見を織り込ませてい

ます。 

 

いせさきＧＸ推進市民協議会第１期の総括について、神部副会

長から説明。 

 

 会 長：これまでの説明でご意見や質問事項がありますか。 

 

委 員：協議会が始まった当初は、自分の意見をどこまで言っ

ていいのか考えながら発言していましたが、ワーク

ショップを行って以降は、自信を持って意見を言える

ようになりました。 



会 長：ワークショップでも意見として出た、クールシェアや

レジリエンスの強化については、環境省の補助金事業

のメニューにもあります。私たちの考えてきたことが

国の考えと同じで、間違っていなかったと感じていま

す。 

    その他に意見はありますか。 

 

委 員：環境ポイントなど、今後に繋げていくためにどうして

いくのか、会議で話し合っていければと思いました。 

 

会 長：他に意見がなければ、次に移らせていただきます。 

 

協議事項 

いせさきＧＸ推進市民協議会第２期活動に向けてについて、

神部副会長から説明。 

  

会 長：第２期の計画についてご意見ありますか。 

  

委 員：第２期とのことで、１つ伺いたいのですが、公募委員

の５名は引き続き委員を務めるのでしょうか。それと

も、新たな人を公募で募集するのでしょうか。  

 

事務局：任期が７月迄となっており、公募をしなくてはなら

ないと考えております。 

 

会 長：それについて意見はありますか。 

個人的には、皆さんには引き続きやってほしいと考

えています。 

 

委 員：私は続けていきたいです。 

もし、協議会が変わっていくのであれば、人が入れ

替わるのもよいのではないかと思います。 

 

会 長：提案させていただく市民サポーターに引き継いでい

ければいいと思っています。また、市民講座に来て

もらうなど補完する機会を設けられるのではないか

と思います。 

 

委 員：新しく人が加わるのもよいのではないでしょうか。 

 

会 長：８人ではなくて例えば１０人に増やすことですね。 

事務局としてはいかがでしょうか。 

 

事務局：人数の変更については現時点では考えていません。

今後については、皆さんの意向を確認しつつ、再公

募を行うことを考えております。 

 

会 長：新しい人が入ってくることで活性化するとは思いま

すが、個人的な意見として、継続性も大事だと思っ

ています。 



また、情報の伝え方と広め方ではありますが、情報

の受け手側の格差があるのではないかと感じている

ので、今のワンチームで情報を広めていかなくては

ならないと感じています。 

事務局の方から何か意見はありますか。 

 

事務局：特に意見はございません。 

 

委 員：市民協議会の活動について、市民の方は知らないの

ではないでしょうか。上毛新聞などに公開して、広

く知ってもらうこともよいのではないでしょうか。 

 

事務局：広報の仕方については、今後も考えていきたいと思

います。 

 

委 員：市民協議会の活動は、市長に報告されるのでしょう

か。 

 

会 長：３年間の活動と今後の活動について、市長に報告し

たいと考えています。市長マニフェストで、環境問

題への取組として、環境のまちづくり条例を制定

し、環境のまち日本一を目指すとあり、私たちの活

動を報告したいと思います。 

 

委 員：広報をするとして、私たちのような環境部門だけで

なく、その他とのつながりを考えていけるといいと

思います。 

 

会 長：確かに、横の繋がりがなくては、環境のまち日本一

となることは難しいと思います。 

 

委 員：伊勢崎市は自動車がたくさん走っているので、運転

手の意識を変えていかなくてはならないと思いま

す。 

    また、色々な行事に参加して感じたのは、市職員に

も環境配慮がまだ浸透していないということです。 

    環境問題というと、日常生活の中で埋もれてしまう

ので、写真展のようなイベントで少しずつ啓発をし

ていければよいのではないでしょうか。 

 

委 員：市役所でもやっていますね。 

 

会 長：見える化を取り入れていきたいですね。 

 

委 員：市民協議会の活動自体、今後何をやっていくか確立

していない中で広めていくのではなくて、方針が固

まってから広めていくのがよいのではないかと考え

ています。 

 

会 長：ありがとうございます。 



    皆さんからいただいた意見を反映させながら、市長

報告に取り入れていきたいと思います。 

    なお、大変恐縮ではありますが、市長報告について

は、私と副会長の２人で伺わせてもらおうと考えて

います。いかがでしょうか。 

 

～異議なし～ 

 

会 長：皆さんの意見が揃いましたので、協議事項について

は、以上となります。 

なお、前回会議で話が出た市民サポーターを運営し

ている先進地域である桐生市のＮＰＯ団体への見学

会については、協議会としての見学会では無く、参

加希望者による見学にしたいと思います。 

皆さんいかがですか。 

 

  副会長：見学するところは桐生市にある、約８０団体をまと

めているセンターです。登録している団体の中で、

月に１度、「まちの先生見本市」を開催している団

体がありますので、その開催日に合わせての見学で

良いと思います。日程確認します。 

 

会 長：他に意見がなければ、次に移らせていただきます。 

 

 

３ その他  

事務局から脱炭素経営・補助金活用セミナーについて説明。 

 

 

４ 閉会 

 

 


